
講　師 ： 独立行政法人 産業技術総合研究所

フェロー 中西準子　氏

１． 健康リスクを制御するためにどういう規制が行われているか

２．

３．

４．

日　時 ： 平成２６年　５月　２３日（金）１５：００～１７：００ 

会　場 ：

一般受講ご希望者 　　　　１０，８００円　（税込）
　【食品産業文化振興会会員　 無  料】

新しい問題：放射性物質規制－規制の根拠、３．１１以後の状況、ＬＮＴ
（直線しきい値なし）仮定についての理解は必須。

リスクゼロではないが、許容される基準はあるか－それはどう説明できる
のか、「リスクはありません、安全です」以外のリスクを説明する言葉を用
意しよう。

風評被害の原因と被害者－風評被害のいくつかの事例（ＢＳＥ、放射性
物質のみならず、鳥インフルエンザなども）、ブランド化戦略や国の事故
対応と風評被害との関係。

アキバプラザ　７階　　ＥＸルーム
＜千代田区神田練塀町3　富士ソフト秋葉原ビル＞

ご参加 ：

食品産業文化振興会
５月 定例セミナーのご案内

食のリスク学
－健康リスクと風評リスク－

日本食糧新聞社・食品産業文化振興会事務局
電話 ０３－３４３２－４６６４ FAX ０３－３４５９－４６５４
〒105-0003 東京都港区西新橋２－２１－２ 第1南桜ビル

テーマ

<プロフィール> 中国大連市生まれ。横浜国立大学化学工業科卒業。東京大学大学院工学系研究科

合成化学専攻博士課程修了。工学博士。東京大学工学部助手。同環境安全研究センター教授。

横浜国立大学大学院環境情報研究院教授、産業技術総合研究所化学物質リスク管理研究セン

ター長、同安全科学研究部門長を経て、現在に至る。横浜国立大学名誉教授。

＜専攻＞ 環境工学、環境リスク評価。工学博士。2003年春の褒章で紫綬褒章。2010年文化功労者

顕彰。2013年瑞宝重光章。

＜著書＞「都市の再生と下水道」「環境リスク学」「食のリスク学」「原発事故と放射線のリスク」

（2014年3月14日刊）（以上、日本評論社）。「東海道 水の旅」、「水の環境戦略」、「環境リスク論」

（以上、岩波書店）。「リスクと向きあう－福島原発事故以後」（中央公論新社）などがある。

１５：００～１７：００講 演



◎　セミナー申込　　http://bit.ly/1cSZRCk

◎　セミナー情報　　http://bit.ly/Ke3If3

会　社　名

住　　　所
   〒

部署／お役職

電　話

お名前

ＦＡＸ

◇ 受講申込後、請求書を発行いたします。
◇ 受講票は発行しておりません。

提供いただきました個人情報は、当該業務および当社からのご案内を目的として利用します。なお、個人情報を当該業務の委託に必

要な範囲で委託先に提供する場合や関係法令により認められる場合などを除き、お客様の許可なく第三者に提供することはありませ

食品産業文化振興会 セミナー（５月２３日）申込書

FAXで０３－３４５９－４６５４までお申し込み下さい。

〒101-0022 東京都千代田区神田練塀町3

富士ソフト秋葉原ビル

※ ファミリーマート前のエレ

ベーターでお上がりください。


